
とちぎの和牛繁殖基盤強化事業実施要領 

 

 制定 令和７(2025)年５月１日 畜振第 107号 

   

第１ 趣旨 

   飼料や燃料等、資材費が高騰する中、和牛繁殖農家に対し、優れた遺伝的能力を持つ

繁殖雌牛の導入を支援し、経済性に優れた子牛の生産を推進することで、和牛繁殖農家・

肥育農家の所得向上を図る。 

 

第２ 事業実施主体 

   事業実施主体は、農業協同組合及び一般社団法人栃木県配合飼料価格安定基金協会と

する。 

 

第３ 事業の内容 

   この事業は、事業実施主体に所属する生産者が優良な繁殖雌牛を外部導入した場合に

県が補助金を交付する。 

 

第４ 事業要件 

導入する繁殖雌牛（以下「事業対象牛」という。）は、次に掲げる全ての要件を満たし

ているものとする。 

⑴ 繁殖目的に飼養されている黒毛和種であること。 

⑵ 事業実施年度の４月１日から同年度 12月 31日の間に導入していること。 

⑶ 事業実施年度の 12月 31日現在での月齢が満８か月齢以上であること。 

⑷ 導入時点での月齢が満 12か月齢未満であること。 

⑸ 対象牛の育種価のうち任意の３項目が、栃木県又は生産県の育種価（期待育種価も

含む）もしくはゲノミック育種価において上位４分の１以上であること（要件となる形

質には、MUFAやオレイン酸を追加することも可能）。 

なお、生産者あたりの対象頭数は５頭までとする。 

 

第５ 事業実施計画の承認 

１ 事業実施主体は、事業実施計画書（別紙１）を作成し、別記様式１により事業実施主

体の所在地を所管する農業振興事務所長に申請し、その承認を受けるものとする。 

ただし、所属する生産者の所在値が複数の農業振興事務所にまたがる事業実施主体は

知事に申請し、その承認を受けるものとする。  

  なお、農業振興事務所長は、事業実施計画を承認した場合、当該事業実施計画書の写

しを農政部長宛て１部提出するものとする。 

２ 事業実施計画の変更 

   事業実施主体は、１の事業実施計画の承認後において、次の変更をしようするときは、

１に準じて事業実施計画の変更の承認を受けるものとする。 

なお、農業振興事務所長は、事業実施計画の変更を承認した場合、その写しを農政部

長宛て１部提出するものとする。 



⑴  事業の中止又は廃止 

⑵  事業実施主体の変更 

⑶  事業費の 30パーセントを越える増減 

 

第６ 助成 

   県は、第３の事業を実施する際に、予算の範囲内において次に定めるところにより補

助するものとする。 

 １ 補助率 

   補助率は定額とし、１頭あたり 50千円とする。 

２ 補助対象頭数 

   補助対象頭数は、予算の範囲内とする。 

 

第７ 事業の推進等 

 １ 事業実施主体は、円滑に事業を推進するため、事業の実施にあたって県と十分に協議

するとともに、連携を図りながら適切に事業を執行するものとする。また、事業対象牛

が適切に管理、利用されるよう生産者を指導するものとする。 

 ２ 事業実施主体は、事業が完了した年度の翌年度から起算した２年間について、事業対

象牛の飼養状況報告書を別紙３により、年度末までに知事又は農業振興事務所長に提出

するものとする。 

３ 農業振興事務所長は、事業実施主体から提出のあった飼養状況報告書の写しを、速や

かに農政部長宛て１部提出するものとする。 

 ４ 農業振興事務所は、２の報告により翌年度及び翌々年度において、事業対象牛につい

て、繁殖に供していない場合（子牛生産、受精卵の生産）は、その理由等を調査すると

ともに、必要に応じ畜産振興課と連携の上、適切な指導を行うものとする。 

 

第８ その他 

この要領に定めるもののほか、本事業の実施につき必要な事項については、別に定め

るところによる。 

 

   附 則 

１ この要領は、令和７(2025)年度の事業から適用する。 

 ２ この要領は、令和９(2027)年３月 31日をもって、その効力を失う。 

 

 

 

 

 

 

 

 


